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研究成果の概要（和文）： 本共同研究では、結婚移民研究の分析対象を、従来の「比較的貧しい国から比較的豊かな
国へ移り住む女性移民」とする視座から、「国民国家のはざまで多重アイデンティティと制約ある市民権アクセスのな
かで生きるディアスポラ」へと置き換える試みを提示した。具体的には、女性移住者の「ハイパガミー」として結婚移
住を捉える視座から、多重的(multi-affilicated)な文化やアイデンティティと制約ある法的・社会的・経済的地位を
もつ「ディアスポラ」へと、分析視座の転換をすることを提示した。

研究成果の概要（英文）： For many years, marriage migration was considered only in terms of female 
migration. This research project situates marriage migration in the context of diaspora. In particular, 
field research and analytical outcomes validate the consideration of marriage migrants as transnational 
diasporas with multiple identities who have limited access to de-facto citizenship in either host/home 
countries.
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
 
これまでの結婚移住研究は一般に、一方向

的な移住の傾向（たとえば東南アジアから東
アジア/欧米へなど）に着目してきた。この
点についてコンステーブルは、「国際結婚に
は、特定の国・ジェンダー間のマリッジ・ス
ケープが見出される」点を明確に指摘してい
る(Constable 2005)。 
また日本国内における近年の国際結婚研

究を見ても、伊藤・足立の研究グループによ
る研究を代表として、“東南アジア女性－日
本人男性”の国際結婚を対象として調査した
ものが圧倒的に多い(伊藤・足立 2008; 落
合・上野 2007) 。 
しかし本当に、今日のトランス・ボーダー

結婚移住は、こうした特定のマリッジ・スケ
ープに収まり切れるものなのだろうか。応募
者は、これまで 10 年間にわたり、結婚移住
女性の主な送り出し地域であるタイ北部の
少数民族コミュニティでフィールド調査を
続けるうちに、この点に大きな疑問を抱くよ
うになった。しかし、これまでにその点に焦
点を当てた研究は、国際私法分野を除いてほ
とんどない。そこで応募者は、国際結婚・離
婚移住ネットワークの多方向性・重層性・還
流性を明らかにする研究が必要だと認識す
るに至った。 
 
<引用文献> 
・伊藤るり/足立眞理子編著 2008 『国際移動
と<連鎖するジェンダー> 再生産領域のグロ
ーバル化』作品社. 
・ Constable, N. 2005 Cross-Border 
Marriages: Gender and Mobility in 
Transnational Asia, University of 
Pennsylvania Press. 
・落合恵美子・上野加代子 2007 年『アジア
の家族とジェンダー』勁草書房.  
 
２．研究の目的 
 
本研究では、研究期間内に東･東南アジア

地域を覆う結婚・移住ネットワークの多方向
性・重層性・還流性を明らかにすることを目
的とした。 
この結果、これまでの結婚移住研究の遡上

から取りこぼされてきた、離婚移住や日本か
ら他のアジア諸国への結婚移住者に対して、
研究の光が当てられるようになることが期
待される。 
また、離婚移住者およびその子供たちや、

これまでよく扱われてきた特定のマリッ
ジ・スケープ以外のパターンの結婚移住者に
関しても、社会・経済・国籍法上の国家間制
度の違いやその重要性が認識される。 

 
３．研究の方法 
 
本共同研究では 15 名の研究者が、東･東南

アジアの各フィールドに散らばって結婚移
住ネットワークに関する調査を行った。その
結果を 8回の研究会と 2回の国際会議によっ
て交換し、さらに広く内外からの発表者・コ
メンテーターを招聘・議論を深めることによ
って、議論を深めた。 
また共同研究の進行状況と成果はホーム

ページ上から発信されている。なお最終的な
研究成果は 2冊の英語文献にまとめられ、研
究成果を広く世に問うた。 
 
４．研究成果 
 
本共同研究では、結婚移民研究の分析対象

を、従来の「比較的貧しい国から比較的豊か
な国へ移り住む女性移民」とする視座から、
「国民国家のはざまで多重アイデンティテ
ィと制約ある市民権アクセスのなかで生き
るディアスポラ」へと置き換える試みを提示
した。具体的には、以下の点を提示した。 
 

(1) 依拠する理論について：ジェンダー研究
の視座から移民研究の視座へ 

(2) 分析対象となる移住現象について：「比較
的貧しい“南”から、比較的豊かな“北”
への移動から長期的に何度も繰り返され
る、多方向的な国境を越えた移住（南か
ら北へというだけでなく、南から南、北
から北、とさらには北から南へも移動す
る）へ 

(3) 分析対象となる移動者（“南”から“北”
へと移住する）女性移民＝花嫁から、 女
性移住者の夫・子供や親類などより広い
範囲の関係者へ 

(4) 取り扱う現象の解釈の仕方：（女性移住者
の）「ハイパガミー」から 多重的
(multi-affiliated)な文化やアイデンテ
ィティと制約ある法的・社会的・経済的
地位をもつ「ディアスポラ」へ（たとえ
越境移住を繰り返さなかったとしても、
結婚移民の子供や家族は多重言語、文化、
アイデンティティから逃れることができ
ない。しかしその一方で、彼らは法的・
社会的・経済的には「移民」本人やその
家族は制約が伴う。しかも本書で扱うよ
うに越境移住を繰り返した場合には、言
語・文化・アイデンティティの複雑さも、
法的・社会的・経済的な制約も増すので
ある。 

 
<引用文献> 
ISHII, Kayoko,”Introduction,” Marriage 
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Migration in Asia: Growing Diaspora at the 
Frontier of Nation States, 
2016(Forthcoming) 
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